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環
境
関
連
産
業
は
、
静
脈
産
業
と

呼
ば
れ
、
元
来
、
食
品
な
ど
の
製
造

産
業
の
成
長
と
と
も
に
市
場
規
模
が

拡
大
し
て
い
く
も
の
で
す
が
、
沖
縄

に
お
い
て
は
、
情
報
関
連
産
業
な
ど

の
他
産
業
分
野
と
比
較
し
て
も
産
業

規
模
が
小
さ
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
産
業
廃
棄
物
の
管
理
型
最
終

処
分
場
の
逼
迫
問
題
か
ら
、
沖
縄
県

で
は
、
平
成
16
年
度
に
「
リ
サ
イ
ク

ル
資
材
評
価
制
度
」
を
創
設
し
、
公

共
工
事
へ
の
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
の
優
先

使
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。
沖
縄
振
興

計
画
に
お
い
て
も
、
観
光
地
と
し
て

の
資
源
保
全
の
た
め
に
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
ア
イ
ラ
ン
ド
化
を
推
し
進
め
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
こ
の
た
め
の
商
品
開

発
支
援
な
ど
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。 

　
環
境
関
連
産
業
分
野
に
は
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
造
業
、
ガ
ラ
ス
製
造
業
、

焼
却
炉
製
造
業
な
ど
の
主
に
製
造
系

の
企
業
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
市
場
に
マ
ッ
チ
し
た
商
品

開
発
が
思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
な
い
こ

と
か
ら
、
シ
ス
テ
ム
が
確
立
し
て
い
る

鉄
鋼
、
ア
ル
ミ
製
品
な
ど
を
除
き
、

ビ
ジ
ネ
ス
化
が
遅
れ
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。
こ
の
た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
資
材

評
価
制
度
の
普
及
・
充
実
を
図
る
な

ど
の
出
口
対
策
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。
併
せ
て
、
一
般
消
費
材
と
し
て

の
販
路
拡
大
の
た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
製

品
利
用
促
進
制
度
の
普
及
と
、
市
場

ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
た
製
品
開
発
を
推
進

し
、
環
境
関
連
製
品
等
製
造
産
業

と
環
境
サ
ー
ビ
ス
産
業
と
の
連
携
を

活
発
化
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
島
嶼
や
地
域
完
結
型
の
リ

サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と

も
求
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
た
め
、

資
源
量
に
対
応
し
た
小
規
模
処
理
技

術
の
開
発
や
人
材
育
成
、
企
業
立
地

な
ど
へ
の
取
組
に
よ
り
産
業
集
積
に

向
け
た
重
層
的
な
取
組
を
行
い
、
資

源
循
環
型
社
会
で
あ
る
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
の
実
現
を
目
指
し
ま

す
。 

     

　「
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
、

平
成
14
年
度
か
ら
開
始
し
、
今
年

度
ま
で
に
17
回
の
開
催
を
迎
え
ま
す
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
産
学
官
の
関
係
者

が
一
堂
に
会
し
、
種
々
の
環
境
に
関
す

る
取
組
を
紹
介
す
る
こ
と
で
関
係
者

間
の
意
識
啓
発
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
愛
知
県
の
リ
サ
イ
ク

ル
資
材
評
価
制
度
「
あ
い
く
る
」
を

紹
介
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
現
在
の

沖
縄
県
リ
サ
イ
ク
ル
資
材
評
価
制
度

の
モ
デ
ル
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
他
に

も
、
エ
コ
タ
ウ
ン
制
度
紹
介
や
環
境
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
手
法
の
普
及
、

微
生
物
研
究
の
技
術
シ
ー
ズ
紹
介
や
、

県
内
外
の
企
業
が
取
り
組
む
先
進
事

例
の
紹
介
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
次
に
、
平
成
17
年
度
に
は
、
沖

縄
県
資
源
循
環
推
進
協
議
会
（
事

務
局
は
㈱
ト
ロ
ピ
カ
ル
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
）

を
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
連
携
組
織
と
し

て
位
置
づ
け
、
企
業
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ

る
廃
棄
物
資
源
か
ら
の
新
製
品
開
発

を
７
件
程
度
行
う
と
共
に
、
沖
縄
環
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境
フ
ェ
ア
（
主
催
は
㈱
日
報
ア
イ
・
ビ

ー
、
共
催
は
沖
縄
県
資
源
循
環
推
進

協
議
会
）
に
よ
り
、
販
路
開
拓
に
努

め
て
い
ま
す
。
平
成
18
年
度
も
同
様

に
新
製
品
開
発
な
ど
の
取
組
を
継
続

実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
平
成
17
年
度
に
は
、
金

武
湾
開
発
推
進
協
議
会
（
う
る
ま
市
、

金
武
町
、
宜
野
座
村
）

が
推
進
す
る
環
境
調
和

型
ま
ち
づ
く
り
構
想
に
関
す
る
調
査

を
支
援
し
ま
し
た
。
こ
の
中
で
は
、

廃
ガ
ラ
ス
、
廃
Ｆ
Ｒ
Ｐ
船
、
バ
イ
オ
エ

タ
ノ
ー
ル
、
太
陽
光
な
ど
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
項
目
に
つ

い
て
、
そ
の
具
体
化
に
向
け
た
検
討

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
調
査
事
業

に
お
け
る
提
案
と
し
て
、
環
金
武
湾

地
域
を
中
心
と
す
る
環
境
調
和
型
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
母
体

で
あ
る
「
環
金
武
湾
地
球
温
暖
化
対

策
地
域
協
議
会
」
を
平
成
18
年
２

月
に
設
立
し
、
地
球
温
暖
化
防
止
の

観
点
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
産
業
を
推
進

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
平
成
18

年
度
の
取
組
と
し
て
は
、
う
る
ま
市

に
お
け
る
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク

構
想
の
検
討
と
、
那
覇
市
の
家
庭
系

廃
食
用
油
を
回
収
す
る
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
事
業
に
関
す
る
調
査
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

　
平
成
18
年
３
月
に
は
、「
沖
縄
環

境
調
和
型
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
」
を

立
ち
上
げ
、
同
年
10
月
に
は
、
第
一

回
研
究
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
研
究
会

で
は
、
環
境

と
調
和
し
た

街
づ
く
り
を

切
り
口
に
、

産
学
官
の
重

層
的
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の

構
築
を
目
的
と
し
て
お
り
、
バ
イ
オ
マ

ス
タ
ウ
ン
、
エ
コ
タ
ウ
ン
、
静
脈
物
流

な
ど
様
々
な
角
度
か
ら
情
報
交
流
を

行
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
団
体
の
主
体
的
な
取
組
を
加
速

さ
せ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
一
方
、
環
境
関
連
の
企
業
に
つ
い
て

は
、
中
小
・
零
細
企
業
が
多
い
反
面
、

環
境
関
連
法
規
や
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
（
地
域
住
民
な
ど
利
害
関
係
者
）

の
理
解
を
得
る
た
め
の
手
法
な
ど
、

専
門
性
の
あ
る
知
識
が
必
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
平
成
18
年
度
に
お
い
て

は
、
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
な
ど
の
環
境

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
含
め
、
企
業
内
の

人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
「
循
環
ビ

ジ
ネ
ス
人
材
教
育
事
業
」
を
行
い
ま

し
た
。
併
せ
て
、
製
造
工
程
に
お
け

る
廃
棄
物
の
発
生
を
数
値
的
に
捉
え
、

改
善
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
手
法
を

学
ぶ
「
マ
テ
リ
ア
ル
フ
ロ
ー
コ
ス
ト
会
計
」

に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
経
済
産
業
省

協
力
の
も
と
開
催
し
ま
し
た
。 

 

    

　
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
、
管
理

型
最
終
処
分
場
逼
迫
問
題
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
エ
コ

タ
ウ
ン
、
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
、

リ
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
な
ど
静
脈
物

流
と
い
っ
た
資
源
循
環
シ
ス
テ
ム

の
整
備
が
急
務
で
す
。
更
に
、
島

嶼
地
域
の
循
環
ビ
ジ
ネ
ス
を
活
性

化
す
る
た
め
に
は
、
入
口
対
策
と

し
て
、
廃
棄
物
資
源
を
一
箇
所
に

集
め
、
一
定
の
品
質
を
保
ち
な
が

ら
安
定
供
給
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
資
源
分
別
情
報
セ
ン
タ
ー
構
想

の
検
討
も
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。

ま
た
、
近
年
、
離
島
、
北
部
地
域

に
お
い
て
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

な
ど
の
自
然
環
境
を
活
か
し
た
地

域
の
活
性
化
に
向
け
た
取
組
が
活

発
化
し
、
こ
の
よ
う
な
環
境
サ
ー

ビ
ス
産
業
分
野
と
の
連
携
の
あ
り

方
を
検
討
す
る
こ
と
や
、
販
路
対

策
の
一
つ
と
し
て
、
地
域
住
民
の

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
（
環
境
を
配
慮

し
た
活
動
）
を
活
発
化
さ
せ
る
た

め
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な
る
エ

コ
マ
ネ
ー
の
導
入
な
ど
、
今
後
検

討
す
べ
き
課
題
は
数
多
く
残
っ
て

い
ま
す
。 

  


